















































































































































































































版木に彫り出版すること）が起ったのは長野伊那地方である。 なぜ平田国学が伊那地方に芽吹いたのか。 この は 『新葉和歌集』の撰者として知られる宗良親王（後醍醐天皇の皇子。一三一一～八五 ・八 ・十？
（註「広辞典」 ）
の終焉地とさ







































































処へ行ったのだろう 。やや特殊 例にな が、古橋に匿われた佐藤清臣を紹介したい
（註⑨）
。



























































































の項があり、愛知県の近世の「文庫づくり」と文庫の盛衰の紹介は示唆を与える。三河は、戦争による焼失・散逸が少なく継承意義 大きいといえる。 （ 『愛知県教育史』第二巻
　
愛知県教育委
員会
　
一九七二年） 。
⑦
　
市村
咸みなひと
人「 『伊那尊王思想史』国書刊行会
　
昭和四八年（昭和四
年復刻原本）
⑧
　
北小路健「 『夜明け前』探求
　
伊那路の文献」明治書院
　
一九七四年
⑨
　
大濱徹也「佐藤清臣小伝―ある草莽の生涯をめぐってー」芳賀
登編『豪農古橋家の研究』雄山閣一九七八年
− 81 −
羽田野敬雄と神主・国学者等交流図
島崎藤村『夜明け前』の世界
島崎正樹（重寛）篤胤没後門人
太陽暦の頒布に皇国暦を迫る等
木曽馬籠
間秀矩（島崎正樹の師、篤胤没後入門）
・平田篤胤の著作の上木運動が岩崎長世
　らの発起で始められる
　＊（下段）
古橋暉兒（１８１３～９２）
篤胤没後入門、尊王攘夷運動援助
農談会を組織＝質素貯蓄の励行
村民に養蚕・製茶・林業を勧める
全村神葬祭、廃仏毀釈運動を展開
加茂郡岡崎郷社神官となる
・「加茂騒動」（１８３６年）の
　古橋支配領内に入るのを阻止
中津川より稲武へ
てるのり
羽田野敬雄（１７９８～１８８２）
三河の平田派中心人物
多くの入門者を勧誘
神葬祭の推進、皇学所教授拝命
・１８４８年に町人と羽田文庫創設
　大国隆正が訪れ公開性に触れる
　吉田神明社、羽田八幡社神主
東三河・吉田
盟友
5名の上木支援
西三河・西尾寺津
渡辺政香（１７７６～１８４０）
八幡宮神主、白河家入門
『伯卜論書』を著す
『鴨の騒立』を著す
三河初の寺津八幡文庫作る
地誌『三河志』を著す
????まさ か
はくぼく
長野伊那国学
東三河・宝飯郡豊川
草鹿砥宣隆（１８１８～６９）
三河一宮神主、篤胤門人
羽田野と共に皇学所講官拝命
・曹洞宗妙厳寺（豊川稲荷）と
　の離檀に成功（１８５４年）
盟友
くさ か　と のぶたか
村上忠順（１８１２～９４）
刈谷藩典医、国学者、歌人
本居内遠・植松茂岳らに師事
『三河雑鈔』を著す
村上文庫創設
勤皇の志士との交流
西三河・豊田高岡
盟友
ただまさ
深見篤敬（１８２７～８１）
深見家に婿入り、忠順の娘を娶る
木綿業で菊間藩准御用達、陣屋役人
平田門人、尊王攘夷運動に参加
陣屋教諭使・賢立（真宗）との軋轢
岳父らの著作物出版に協力
西三河・岡崎
あつよし
??
竹尾正胤（１８３３～７４）
額田郡山中村・舞木八幡宮神主
羽田野・草鹿砥らと神官の組織作り
『大帝国論』は国学者の世界観を示す
西三河・岡崎
盟友
６男 4 女を養育したあと鉄胤入門
１８６１年より京都で攘夷運動
攘夷派同志を匿う
・江戸に出て岩倉具視家に出入り、
　息子を戊辰戦争に従軍させる
＊伊那の女性国学者；松尾多勢子
た　せ　こ
　　　↓　菊間藩大濱陣屋（服部純少参事）
　　　↓　
「三河大浜騒動」（明治４年３月８日～10日）
???
????????
